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九
月
九
日（
月
）に
役
場
で
、
財
政
健

全
化
計
画（
案
）が
同
策
定
委
員
会
の
委

員
長
柿
本
国
弘
氏
か
ら
広
江
町
長
に
手

渡
さ
れ
、
町
の
財
政
健
全
化
に
向
け
た

基
本
方
針
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
策
定
委
員
会
は
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
対
応
し
た
健
全
財
政
を
堅

持
し
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
財
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め

に
、
町
内
外
の
有
識
者
の
皆
さ
ん
を
委

員
に
、
効
率
的
な
健
全
財
政
運
営
の
推

進
に
関
し
て
必
要
な
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、

今
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

間
、
町
の
財
政
健
全
化
策
を
慎
重
に
研

究
検
討
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
健
全
化
計

画（
案
）と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
計
画（
案
）の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

―

用
語
の
説
明

―

実
質
単
年
度
収
支

実
質
的
な
黒
字
要
素
や
赤
字
要
素
を
控
除
し

た
単
年
度
収
支
で
、
実
質
収
支
か
ら
前
年
度
実

質
収
支
及
び
基
金
取
り
崩
し
額
を
控
除
し
、
基

金
積
立
額
な
ど
を
加
え
た
額

標
準
財
政
規
模

地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
の
標
準
規
模
を

示
す
も
の
で
、
法
定
普
通
税
等
の
税
収
見
込
額

に
地
方
交
付
税
額
を
加
え
た
も
の
。

経
常
収
支
比
率

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
等
の
義
務
的
経

費
の
地
方
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
経
常
一
般
財

源
収
入
に
占
め
る
割
合
で
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
比
率
と
し
て

使
わ
れ
る
も
の
。
こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政

が
硬
直
化
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ

市
民
活
動
等
の
特
定
非
営
利
活
動
を
行
う
こ

と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
団
体
を
い
う
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ

従
来
、
公
共
部
門
が
実
施
し
て
い
た
社
会
資

本
整
備
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
部
門
の

資
金
を
導
入
し
て
民
間
事
業
者
を
中
心
に
実
施

す
る
方
式

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

貸
借
対
照
表
。
特
定
時
点
の
企
業
の
財
政
状

態
を
、
資
産
と
負
債
、
お
よ
び
資
本
の
内
容
が

わ
か
る
よ
う
に
一
覧
表
に
し
た
も
の
。

財
政
健
全
化
計
画
（
案
）

提
言
さ
れ
る

今後10年間の一般会計歳出総額の縮減計画今後10年間の一般会計歳出総額の縮減計画

年 度

目標数値

歳出総額

平成13年度
歳出総額
（決 算）

100％

63.6億円

平成15年度

90～95％

57～60億円

平成16年度
～平成20年度

80％

50億円

～平成23年度

標準財政規模

50億円未満

計
画（
案
）を
町
長
へ
手
渡
す
柿
本
委
員
長

六
ヵ
月

第
1

財
政
健
全
化
計
画
の
期
間

平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
三

年
度
ま
で
の
十
年
間

第
2

財
政
健
全
化
計
画
の
基
本
方
針

1

緊
急
的
対
策
と
し
て
、
平
成
六

年
度
か
ら
引
き
続
く
実
質
単
年
度

収
支
の
赤
字
を
解
消
す
る
。

2

計
画
期
間
に
、
歳
出
総
額
を
標

準
財
政
規
模
に
近
づ
け
る
と
と
も

に
、
公
債
費
な
ど
の
後
年
度
負
担

に
対
処
す
る
た
め
の
財
源
を
基
金

積
み
立
て
に
よ
り
確
保
し
、
財
政

力
の
回
復
を
図
る
。

3

上
記
の
歳
出
縮
減
計
画
は
、
平

成
十
三
年
度
の
一
般
会
計
歳
出
総

額（
決
算
）を
基
準（
百
％
）と
し
て

平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
同
額
の

五
％
〜
十
％
の
支
出
を
削
減
し
、

平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
二
十
年

度
ま
で
の
五
年
間
で
更
に
十
％
〜

十
五
％
の
支
出
削
減
に
努
め
、
平

成
二
十
年
度
に
お
い
て
概
ね
二

十
％
を
減
額
し
た
総
額
五
十
億
円

程
度
の
歳
出
規
模
に
抑
え
、
最
終

的
に
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
標

準
財
政
規
模
に
限
り
な
く
近
い
数

値
と
す
る
。

（1）

歳
出
縮
減
に
当
た
っ
て
は
、
行

財
政
改
革
に
よ
り
歳
入
歳
出
全
般

に
見
直
し
を
か
け
、
歳
入
面
で
そ

の
財
源
確
保
に
向
け
た
産
業
振
興

施
策
に
配
意
す
る
一
方
で
、
徹
底

し
た
歳
出
削
減
を
図
る
。
そ
の
際

特
に
当
町
の
経
常
収
支
比
率
が
極

端
に
高
く
、
警
戒
基
準
を
大
幅
に

超
え
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
、
経

常
経
費
の
抑
制
に
当
た
り
な
が

ら
、
財
政
体
質
の
改
善
を
図
る
。

4

各
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
独

立
採
算
に
よ
る
健
全
財
政
を
堅
持

す
る
も
の
と
し
、
一
般
会
計
か
ら

の
財
政
支
援
的
繰
出
し
は
原
則
行

わ
な
い
。

5

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
は
、

（1）

行
政
の
責
任
分
野
を
再
検
討
・

再
構
築

（2）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

の
活
用
を
は
じ
め
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の

採
用
な
ど
民
間
活
力
の
導
入
を

検
討

（3）

行
政
評
価（
事
務
事
業
評
価
）

を
は
じ
め
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
の
公
会
計

シ
ス
テ
ム
等
分
析
指
標
の
導
入

（4）

組
織
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き

る
シ
ス
テ
ム
、い
わ
ゆ
る
職
員
活
性

化
を
含
む
人
事
制
度
改
革
の
実
施

（5）

顧
客
志
向
、
成
果
志
向
、
市
場

競
争
原
理
の
導
入

こ
れ
ら
の
こ
と
を
実
践
し
な
が
ら
、
費

用
対
効
果
を
考
慮
し
た
経
営
の
効
率
化
、

定
員
適
正
化
の
見
直
し
に
よ
る
人
件
費

の
抑
制
な
ど
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
、

住
民
参
画
や
積
極
的
情
報
公
開
に
よ
り

「
住
民
の
理
解
と
支
援
、
協
力
」
の
も

と
笠
松
町
独
自
の
姿
勢
を
打
ち
出
し

て
、「
新
行
財
政
改
革
」
を
推
進
す
る
。
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第
3
回
定
例
町
議
会
開
会

第
三
回
笠
松
町
議
会
定
例
会
で
、
北
及
長
池
四
号
線
道
路
改
良
工

事
請
負
契
約
の
締
結
の
ほ
か
、
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
十
七
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
中

に
は
、
財
政
健
全
化
委
員
会
の
提
言
を
受
け
て
、
追
加
提
案
さ
れ
た
、

町
三
役
の
給
料
月
額
お
よ
び
議
会
議
員
の
報
酬
月
額
を
減
額
す
る
条

例
が
含
ま
れ
、
今
月
か
ら
減
額
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
笠
松
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例地

方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
連

結
納
税
制
度（
法
人
税
法
の
改
正
に

よ
り
実
質
的
に
一
つ
の
企
業
グ
ル
ー

プ（
親
子
会
社
）を
一
つ
の
納
税
単
位

と
み
て
課
税
す
る
制
度
）創
設
に
よ

る
法
人
等
に
係
る
町
民
税
の
均
等
割

の
税
率
、
月
割
り
計
算
、
延
滞
金
な

ど
に
関
す
る
所
要
の
規
定
整
備

▽
笠
松
町
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、保
険
料
納
付
方
法
が
改
正
さ
れ
、

印
紙
検
認
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
印
紙
購
入
基
金
の
廃
止

▽
笠
松
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金

に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
整
備
を
行

う
も
の

○
主
な
内
容

・
三
歳
未
満
の
乳
幼
児三

割→

二
割

・
七
十
歳
以
上
の
者

一
割

（
た
だ
し
、
一
定
所
得
以
上
の
者

は
二
割
）

施
行
日
は
十
月
一
日
。
な
お
、
平

成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
は
退
職
被

保
険
者
等
も
一
律
三
割
と
な
る
。

▽
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ

い
て退

職
手
当
組
合
を
構
成
す
る
一
部

事
務
組
合
の
脱
退
、
加
入
並
び
に
広

域
連
合
の
加
入
な
ど
に
伴
い
所
要
の

規
定
整
備
を
行
う
も
の

▽
北
及
長
池
四
号
線
道
路
改
良
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

九
千
五
百
五
十
五
万
円

契
約
の
相
手
方

株
式
会
社

加
藤
組

平
成
十
三
年
度
か
ら
の
三
年
計
画

で
進
め
て
い
る
街
路
事
業
で
、
今
年

度
計
画
の
北
及
田
代
一
号
線
と
の
交

差
点
改
良
に
着
手
す
る
も
の
。

▽
松
枝
処
理
分
区（
二
十
五
工
区
）
管

渠
埋
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て契

約
金
額

八
千
七
百
八
十
八
万
五
千
円

契
約
の
相
手
方

塩
谷
建
設
株
式
会
社

▽
笠
松
町
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
整
備
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

契
約
金
額

（
変
更
後
）

一
億
四
百
十
九
万
一
千
五
百
円

（
変
更
前
）

一
億
四
百
七
十
九
万
円

（
変
更
額
）

五
十
九
万
八
千
五
百
円

▽
補
正
予
算

・
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計

国
庫
補
助
配
分
枠
拡
大
に
伴
う
前

倒
し
に
よ
る
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強

事
業
五
千
万
円
、
施
工
単
価
増
に
よ

る
下
羽
栗
幹
線
排
水
路
工
事
二
千
百

六
十
五
万
五
千
円
お
よ
び
こ
れ
に
伴

う
国
庫
補
助
、
地
方
債
の
増
額
、
並

び
に
岐
南
町
と
共
同
実
施
の
羽
栗
社

会
教
育
施
設
整
備
事
業
に
係
る
負
担

金
二
千
万
円
公
共
端
末
追
加
計
画
に

よ
る
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施

設
整
備
工
事
六
百
六
十
万
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
加
入
促
進
助
成
費
四
千
万

円
、
柳
津
町
と
共
同
実
施
の
羽
島
署

木
曽
川
橋
・
高
桑
線
道
路
改
良
事
業

に
係
る
設
計
委
託
百
五
十
七
万
五
千

円
の
ほ
か
、
老
人
保
健
お
よ
び
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
三
千
六

百
二
十
四
万
一
千
円
な
ど
総
額
一
億

七
千
七
百
七
十
一
万
二
千
円
を
増
額

補
正
す
る
も
の
。

・
平
成
十
四
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
受
給
者
証
の
更
新
そ
の
他
制
度

改
正
関
係
事
務
経
費
、
総
額
百
七
十

八
万
一
千
円
を
増
額
補
正
す
る

も
の
。

・
平
成
十
四
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計健

康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
高
齢
受
給
者
証
の
交
付
新
そ
の

他
制
度
改
正
関
係
事
務
経
費
総
額
二

十
二
万
八
千
円
を
増
額
補
正
す
る

も
の
。

・
平
成
十
四
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

前
年
度
事
業
費
精
算
に
伴
う
国
県

へ
の
返
還
金
八
万
九
千
、
お
よ
び
一

般
会
計
繰
出
金
一
千
四
百
二
十
一
万

六
千
円
の
ほ
か
、
施
設
入
所
者
の
増

加
な
ど
に
伴
う
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
一
億
千
七
百
二
十
一
万
円
な
ど
、

総
額
一
億
四
千
五
百
三
十
六
万
八
千

円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

▽
平
成
十
三
年
度
笠
松
町
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
並
び
に
剰
余
金
の
処

分
に
つ
い
て

給
水
戸
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
一

3



千
八
十
五
万
八
千
八
百
九
十
五
円
の

純
利
益
と
な
っ
た
。

な
お
、
剰
余
金
一
千
八
百
八
十
四

万
二
千
九
十
六
円
に
つ
い
て
は
減
債

積
立
金
、
建
設
改
良
積
立
金
に
各
々

五
百
万
円
積
立
し
、
残
額
八
百
八
十

四
万
二
千
九
十
六
円
を
翌
年
度
へ
繰

り
越
し
た
。

（
追
加
議
案
）

▽
笠
松
町
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁

償
お
よ
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
笠
松
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
特
例
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

財
政
健
全
化
計
画
策
定
委
員
会
の

提
言
を
受
け
、
議
会
議
員
の
報
酬
月

額
お
よ
び
町
三
役
の
給
料
月
額
を

（
一
割
）
減
額
す
る
も
の
。

減
額
に
よ
り
報
酬
月
額
お
よ
び
給

料
月
額
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

議

長

三
十
二
万
円

→

二
十
八
万
八
千
円

副
議
長

二
十
八
万
円

→

二
十
五
万
二
千
円

議

員

二
十
六
万
円

→

二
十
三
万
四
千
円

町

長

八
十
一
万
円

→

七
十
二
万
九
千
円

助

役

六
十
九
万
五
千
円

→

六
十
二
万
五
千
五
百
円

収
入
役

六
十
一
万
五
千
円

→

五
十
五
万
三
千
五
百
円

期
間

平
成
十
四
年
十
月
一
日
か
ら

当
分
の
間

▽
図
書
情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
売
買
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

八
百
八
十
二
万
円

契
約
の
相
手
方

中
部
事
務
機

株
式
会
社

▽
平
成
十
四
年
度
笠
松
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

児
童
声
か
け
事
件
な
ど
に
対
応
し

て
、
各
校
区
P
T
A
が
実
施
す
る
防

犯
ブ
ザ
ー
購
入
に
つ
い
て
の
補
助

金
、
総
額
九
十
万
五
千
円
を
増
額
補

正
す
る
も
の
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
税
源
の
充
実
確
保

に
関
す
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
国
に

対
し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。

去
る
五
月
二
十
三
日
永
眠
さ
れ
た
元

羽
島
市
立
中
島
小
学
校
長
川
本

樹
さ

ん（
西
金
池
町
）に
叙
位
従
五
位
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

川
本
さ
ん
は
、
昭
和
二
年
三
月
に
教

職
に
就
か
れ
、
羽
島
郡
足
近
村
立
足
近

小
学
校
長
を
は
じ
め
、
県
内
の
小
学
校

で
長
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
多
年
に
わ
た
る
功
績
が

認
め
ら
れ
、
平
成
六
年
八
月
五
日
、

勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章
、
さ
ら

に
今
回
の
叙
位
の
授
与
と
な
り
ま
し

た
。

故
川
本
茂
樹
さ
ん
に

叙
位
従
五
位
授
与

去
る
六
月
十
三
日
永
眠
さ
れ
た
元
各

務
原
市
立
蘇
原
中
学
校
長
後
藤
一
郎
さ

ん（
田
代
）に
従
五
位
勲
五
等
双
光
旭
日

章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
、
昭
和
十
一
年
三
月
に

教
職
に
就
か
れ
、
稲
葉
郡
稲
羽
町
立
更

木
小
学
校
長
を
は
じ
め
、
県
内
の

小
・
中
学
校
で
長
年
に
わ
た
り
教
育

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
多
年
に
わ
た
る
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

故
後
藤
一
郎
さ
ん
に

従
五
位
勲
五
等

双
光
旭
日
章
授
与

優
秀
作
品
10
点
決
ま
る

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
「
明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
の
審
査
会

が
九
月
十
日
に
役
場
で
開
か
れ
、
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
応

募
の
あ
っ
た
百
五
十
点
の
中
か
ら
、
次

の
皆
さ
ん
の
作
品
十
点
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
作
品
は
県
選
挙
管
理
委

員
会
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ

ま
す
。

【
小
学
校
の
部
】（
敬
称
略
）

墨

厚
志
（
五
年
生
）

松
野

里
奈
（
五
年
生
）

道
家

靖
英
（
六
年
生
）

松
原

州
哉
（
五
年
生
）

岩
井

優
歩
（
五
年
生
）

【
中
学
校
の
部
】

樋
口

和
哉
（
一
年
生
）

亀
水

優
子
（
一
年
生
）

永
田

知
里
（
一
年
生
）

鷲
見

佳
佑
（
一
年
生
）

原
田
奈
津
美
（
一
年
生
）
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長
寿
を
お
祝
い

敬
老
会
・
敬
老
の
つ
ど
い

九
月
十
二
日
、
八
十
八
歳
以
上
の
お

年
寄
り
六
十
七
人
を
料
亭
「
吹
原
」
に

招
き
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
広
江
町
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
加
藤
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
と

す
る
来
賓
の
か
た
が
た
が
、
お
年
寄
り

一
人
ひ
と
り
に
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
出
席

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
鮎
会
席
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
終
始
和
や
か
に
歓
談
さ

れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
十
三
日
に
は
、
七
十
五
歳
以

上
の
お
年
寄
り
を
地
域
ご
と
の
会
場

（
中
央
公
民
館
・
松
枝
保
育
所
・
下
羽

栗
保
育
所
）に
招
い
て
敬
老
の
つ
ど
い

を
催
し
ま
し
た
。

広
江
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
祝

辞
に
続
い
て
、
余
興
で
は
演
歌
歌
手
の

有
澤
佑
美
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
歌
と

ト
ー
ク
の
あ
と
、
音
楽
を
通
し
て
、
心

や
身
体
を
刺
激
し
健
康
の
保
持
に
役
立

て
よ
う
と
、
音
楽
療
法
士
の
指
導
の
も

と
、会
場
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
な
っ
て
、

歌
を
歌
っ
た
り
、
楽
器
を
鳴
ら
し
た
り

し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

64
人
が
献
血
に
協
力

岐
阜
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

岐
阜
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の

献
血
が
八
月
二
十
三
日
、
（株）
三
田
防
災

駐
車
場（
門
間
）で
行
わ
れ
、
広
江
町
長

を
は
じ
め
多
く
の
か
た
が
協
力
さ
れ
ま

し
た
。

毎
年
、
お
盆
明
け
は
企
業
や
学
校
な

ど
の
休
み
の
影
響
で
輸
血
用
の
血
液
が

不
足
す
る
時
期
の
た
め
、
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
の
か
た
も
「
血

液
が
不
足
す
る
時
期
に
ま
と
ま
っ
た
献

血
が
得
ら
れ
て
あ
り
が
た
い
」
と
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

町
も
毎
月
献
血
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
が
尊
い
生
命
を
守
る
こ

と
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
14
年
度

宝
く
じ
助
成
で

Ｅ
ボ
ー
ト
購
入

町
で
は
、「
平
成
十
四
年
度
宝
く
じ

助
成
」
を
受
け
て
Ｅ
ボ
ー
ト（
三
艇
）

を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
Ｅ
ボ
ー
ト
は
、
流
域
間
の
交
流

を
は
じ
め
「
川
の
駅
構
想
」
に
よ
る
水

辺
の
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
整
備
計
画
と

一
体
に
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
ソ
フ
ト
事
業
で
の
ア
イ
テ
ム
で
、

今
年
度
は
、
夏
休
み
自
然
体
験
学
習
や

笠
松
川
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

5 10人乗りのゴムボート

料理に舌鼓を打つ出席者



”い
ざ
“と
い
う
と
き
に
備
え
て
県
下
一
斉
に
防
災
訓
練
実
施

「
防
災
の
日
」
の
九
月
一
日
、
県
下

一
斉
に
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

笠
松
町
で
も
、
自
主
防
災
会
協
議
会

と
町
と
の
合
同
に
よ
る
防
災
訓
練
が
笠

松
中
学
校
、
松
枝
小
学
校
、
下
羽
栗
小

学
校
の
各
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
七
時
三
十
分
の
サ
イ
レ
ン
を
合

図
に
避
難
訓
練
が
開
始
さ
れ
、
避
難
後

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、
消
防
本
部
、
消

防
団
、
水
防
団
の
指
導
で
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
や
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
、
三
角
巾
に
よ
る
応
急
救
護
訓
練
、

土
の
う
積
み
に
よ
る
応
急
復
旧
訓
練
を

実
施
し
、
多
く
の
町
民
の
か
た
が
た
が

真
剣
に
取
り
組
ま
れ
、
よ
り
一
層
の
防

災
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
訓
練
に
参
加
い
た
だ
い
た
機

関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。羽

島
警
察
署
、
町
議
会
、
羽
島
郡
広

域
連
合
消
防
本
部
、
木
曽
川
右
岸
地
帯

水
防
事
務
組
合
、
町
消
防
団
、
町
赤
十

字
奉
仕
団
、
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

墨さん・萩野さん、国体（弓道）出場

第57回国民体育大会（夏季大会）が高知県で 9月
20日から 24日まで開催され、弓道競技成年男子
で墨幸隆さん（北及）、同競技少年男子で萩野幸
弘さん（北及）の2人が出場されました。

黒田君（下小6）、日本代表チームで活躍
8 月 7 日から12日まで韓国でアジア 7 カ国・16

チームが参加して行われたウォンチョンカップ
韓国小学生バドミントン大会で、黒田匠馬君
（下羽栗小 6 年）がメンバーの一員として出場さ
れ、日本チームの三位入賞の原動力として活躍
されました。

町民ソフトボール大会
ファーストピッチの部
Ａブロック 優　勝　北及第 1

準優勝　春日・東陽・常盤町A
三　位　門前町
〃　　松栄町 2丁目

Ｂブロック 優　勝　長池東
準優勝　長池西
三　位　月美・緑町
〃　　田代西

スローピッチの部
優　勝　円城寺
準優勝　無動寺
三　位　南栄町
〃　　江　川

スポーツ

レクリエ
ーション

8/18・25・9/1
米野グラウンドほか

墨 　 幸 隆 さん 萩 野 幸 弘 さん
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応急救護訓練

真剣な表情の参加者土のうを作る参加者



笠

松

地

域

下
羽
栗
地
域

松

枝

地

域

町
内
の
公
共
施
設
十
七
ヵ
所
を
高
速

大
容
量
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
「
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
」
の
基
盤
施
設
整
備
事
業
と

町
内
全
域
に
伝
送
路
を
設
置
し
、
双
方

向
の
通
信
体
制
の
整
備
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
情
報
格
差（
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
）を
是
正
す
る
「
新
世
代
地

域
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
」
整
備
事
業

が
九
月
末
を
も
っ
て
完
了
し
、
十
月
一

日
か
ら
町
の
情
報
化
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
役
場
の
窓
口
で
記
入
し

て
い
た
だ
い
て
い
た
申
請
や
届
出
用
紙

の
一
部
が
こ
れ
か
ら
は
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
や
近
く
の
公
共
施
設
に
設
置
し
た
公

共
端
末
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
公
共
端
末
は
指
で
触
れ
て
操

作
す
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
に
な
っ
て
お

り
、
お
年
寄
り
や
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
苦

手
な
か
た
で
も
簡
単
に
操
作
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
行
政
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
で
は
新
た
に
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

も
よ
り
細
か
な
情
報
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
同
時
に
世
界
中
に
笠
松

町
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
現
在
、
行
政
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
を
は
じ
め
、行
政
相
談
シ
ス
テ
ム
、

福
祉
健
康
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
次
の
6

つ
の
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ

ム
の
充
実
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

笠
松
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow
n.kasam

atsu.gifu.jp/

●
行
政
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

各
種
行
政
情
報
や
申
請
・
届
出
様
式

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
ま
す
。

●
行
政
相
談
シ
ス
テ
ム

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
た
公
共
端
末
か

ら
担
当
職
員
の
顔
を
見
な
が
ら
年
金
や

税
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

●
福
祉
健
康
支
援
シ
ス
テ
ム

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
、
皆

さ
ん
の
家
庭
へ
各
種
福
祉
・
保
健
・
介

護
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
保
健
師

と
の
健
康
相
談
が
で
き
ま
す
。

●
生
涯
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム

公
民
館
や
体
育
施
設
な
ど
の
予
約
や

予
約
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
、
図
書
室
の

新
刊
情
報
や
蔵
書
検
索
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
シ
ス
テ
ム

で
は
、
サ
ー
ク
ル
紹
介
や
電
子
掲
示
板

な
ど
に
よ
る
情
報
や
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
学
校
教
育
情
報
シ
ス
テ

ム
で
は
、
学
校
や
社
会
教
育
の
情
報
提

供
や
相
談
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
皆
さ

ん
は
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
が
で
き
ま
す
。

●
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

町
内
の
公
共
施
設
や
緊
急
避
難
場
所

の
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
町
内
の
文
化
財
や

史
跡
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
加
入
に
助
成
金

町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
こ
れ

ら
の
6
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
や
す

い
情
報
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
町
が

第
三
セ
ク
タ
ー（
シ
ー
シ
ー
エ
ヌ
株
式

会
社
）で
整
備
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
加
入
に

対
し
て
初
期
投
資
費
用
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
助
成
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

【
対
象
者
】

①
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
の
あ
る
世
帯
主

②
町
内
で
事
業
を
行
う
法
人
ま
た
は
個

人
事
業
主（
町
の
法
人
町
民
税
ま
た

は
個
人
町
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る

か
た
に
限
り
ま
す
）

【
助
成
金
の
額
】

世
帯
、
事
業
所
ご
と
に
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
＋
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ま
た
は
、

ど
ち
ら
か
一
つ
の
加
入
に
対
し
て

2
0
、0
0
0
円（
一
回
の
み
）

【
問
合
先
】

企
画
課
事
務
能
率
推
進
係（
内
線
2

3
6
）

施　設　名
役　　場
中央公民館
福祉会館
歴史民俗資料館
笠松中学校
笠松小学校
第一保育所

所 在 地
司町1
常盤町6
東陽町44－1
下本町87
弥生町1
下新町87
上新町172

施　設　名
総合会館
下羽栗小学校
下羽栗保育所

所 在 地
中野229
中野227
無動寺228

施　設　名
南事務所
福祉健康センター
松枝公民館
児 童 館
松枝小学校
松枝保育所

所 在 地
門間1883
長池408－1
長池292
田代290
長池642
北及1783

公　共　端　末　設　置　場　所（16ヵ所）

※スポーツ交流館への設置は11月ご
ろになります。

7



8

以
前
に
も
数
回
訪
問
し
、
な
じ
み

の
深
い
こ
の
学
校
は
、
今
年
も
町
派

遣
団
の
訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
れ
た
よ
う
で
、
到
着
と
同
時
に
多

く
の
生
徒
に
囲
ま
れ
、
学
校
の
制
服

で
あ
る
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
ま
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
チ
ャ
モ
ロ
ダ
ン
ス
や
合
唱

に
よ
る
歓
迎
を
受
け
た
後
、
書
道
、

折
り
紙
、
あ
や
と
り
な
ど
、
英
語
を

交
え
た
説
明
で
日
本
文
化
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
道
着
姿
で
空
手
を

披
露
す
る
と
、
校
長
先
生
を
は
じ
め

た
く
さ
ん
の
生
徒
が
集
ま
り
、
一
緒

に
型
を
演
じ
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
試
合
で
は
、
国
や
言
葉
の

違
い
に
関
係
な
く
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
で
十
回
目
と
な
る
グ
ア
ム
へ
の
青
少
年
海
外
派
遣
事

業
。
今
回
は
、
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
日
程
で
、

二
十
人
の
中
学
生
を
派
遣
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
現
地
中
学
校
へ
の
訪
問
や
、
原
住
民
チ
ャ

モ
ロ
民
族
の
村
で
の
研
修
を
通
し
て
、
グ
ア
ム
の
大
自
然
を

直
接
肌
で
感
じ
、国
境
を
越
え
て
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
の
様
子
は
、
翌
日
地
元

の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
日
本
へ
の
素

晴
ら
し
い
お
み
や
げ
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

椰
子
の
木
の
緑
に
囲
ま
れ
た
チ
ャ

モ
ロ
民
族
村
で
は
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
葉

編
み
や
塩
作
り
な
ど
の
見
学
、
ロ
ー

プ
作
り
や
魚
捕
り
の
網
打
ち
な
ど
の

体
験
を
通
し
て
、
チ
ャ
モ
ロ
の
文
化

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
農
園
で
は
日
本
で
は
見
ら

れ
な
い
フ
ル
ー
ツ
や
手
作
り
の
ケ
ー

キ
を
試
食
し
、
南
国
の
雰
囲
気
を
味

わ
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
天
然
プ
ー
ル
の
散

策
や
水
牛
乗
り
な
ど
も
体
験
し
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
た
四
日
間

で
し
た
。

大
の
ム
ア
ググ
ア
ム
の
大
自
然
に
囲
ま
れ
て

こ
こ
ろ
の
交
流

青
少
年
海
外
派
遣
事
業

イ
ナ
ラ
ハ
ン
中
学
校

チ
ャ
モ
ロ
民
族
村
・
農
園

水牛乗りも体験 塩作りを体験 チャモロダンスで歓迎を受ける
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僕
が
ま
ず
グ
ア
ム
に
降
り
立
っ
た

瞬
間
驚
い
た
の
は
、
車
が
走
っ
て
い

る
道
が
日
本
と
は
逆
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
グ
ア
ム
の
海
は
日
本

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い

に
透
き
通
っ
て
い
て
き
れ
い
で
し
た
。

そ
の
海
で
夜
、
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ

を
し
ま
し
た
。
熱
帯
魚
の
エ
ン
ゼ
ル

フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
似
た
魚
が
い
て
、
環

境
が
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
イ
ナ
ラ
ハ
ン
村
で
は
、

海
水
を
そ
の
ま
ま
塩
に
し
た
り
、
木

を
は
い
で
縄
や
帽
子
や
コ
ー
ス
タ
ー

を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
イ
ナ
ラ
ハ

ン
の
人
た
ち
は
、
身
近
に
あ
る
物
か

ら
い
ろ
ん
な
物
を
作
り
出
し
て
い
る

創
造
性
の
あ
る
人
た
ち
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

三
日
目
は
イ
ナ
ラ
ハ
ン
中
学
校
に

行
き
ま
し
た
。
バ
ス
を
降
り
る
と
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
エ
デ
ィ
く
ん
が
待
っ

て
い
ま
し
た
。
イ
ナ
ラ
ハ
ン
の
み
ん

な
は
陽
気
で
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
と
う
と
う
空
手
を
見
せ
る

時
が
き
ま
し
た
。
異
国
の
地
で
見
せ

る
の
は
初
め
て
な
の
で
、
心
臓
が
破

裂
し
そ
う
で
し
た
。
緊
張
し
な
が
ら

も
い
く
つ
か
の
空
手
の
型
を
や
っ
て

み
せ
る
と
、
イ
ナ
ラ
ハ
ン
の
み
ん
な

や
校
長
先
生
も
一
緒
に
や
っ
て
く
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
グ
ア
ム
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

は
、「
心
」
で
す
。
心
が
つ
な
が
っ

て
い
な
い
と
会
話
も
で
き
な
い
し
、

お
互
い
に
表
現
も
し
に
く
い
で
す
。

心
の
大
切
さ
を
学
び
、
外
国
交
流
が

も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

グ
ア
ム
研
修
は
僕
の
一
生
の
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

僕
が
こ
の
グ
ア
ム
研
修
で
一
番
心

に
残
っ
た
こ
と
は
、
イ
ナ
ラ
ハ
ン
中

学
校
と
の
交
流
で
す
。
僕
は
全
校
生

徒
の
前
で
、
笠
松
町
の
人
口
、
ト
ン

ボ
池
、
お
奴
な
ど
に
つ
い
て
英
語
で

説
明
し
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
も
生

徒
の
数
が
多
く
て
緊
張
し
た
け
ど
、

な
ん
と
か
説
明
で
き
て
、
み
ん
な
も

拍
手
を
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
そ
の
後
は
教
室
で
書
道
を
教

え
ま
し
た
。「
山
」「
花
」
な
ど
漢
字

を
書
い
て
読
み
方
や
意
味
を
教
え
る

と
、み
ん
な
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
、

自
分
の
名
前
を
書
く
な
ど
楽
し
ん
で

く
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も

し
ま
し
た
。
国
や
学
校
の
違
い
は
関

係
な
く
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
パ
ス

を
回
し
た
り
、
シ
ュ
ー
ト
が
入
っ
た

と
き
は
み
ん
な
で
喜
び
合
え
て
、
全

員
で
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

イ
ナ
ラ
ハ
ン
中
学
校
と
の
交
流
で

特
に
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
文
化
の

違
い
で
す
。
グ
ア
ム
で
は
歓
迎
の
印

と
し
て
貝
殻
で
作
っ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
習
慣
が
あ
る

し
、
人
々
は
み
ん
な
明
る
く
と
て
も

ダ
ン
ス
が
好
き
で
、
イ
ナ
ラ
ハ
ン
中

学
校
の
生
徒
も
伝
統
的
な
ダ
ン
ス
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
男
子
は
力
強

く
、女
子
は
き
れ
い
に
踊
っ
て
い
て
、

お
奴
と
は
ま
た
違
う
良
さ
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
研
修
で
僕
は
グ
ア
ム
の
文
化

を
学
び
、
日
本
の
文
化
を
教
え
、
み

ん
な
と
仲
良
く
な
れ
た
こ
と
が
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

グ
ア
ム
の
研
修
は
家
族
旅
行
で
は

体
験
で
き
な
い
「
現
地
の
人
と
の
ふ

れ
あ
い
」を
求
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
空
港
で
迎
え
て
も
ら

い
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
体
験
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
と
楽
し
み
で
し
た
。

二
日
目
は
チ
ャ
モ
ロ
の
人
々
の
生

活
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
コ
コ
ナ
ッ

ツ
の
葉
編
み
や
ロ
ー
プ
作
り
、
民
家

の
見
学
な
ど
、
こ
の
自
然
の
中
で
育

ま
れ
て
き
た
知
恵
と
文
化
を
感
じ
ま

し
た
。
タ
ツ
エ
農
園
で
は
、
台
風
で

被
害
を
受
け
た
後
な
の

に
、
私
た
ち
の
た
め
に

た
く
さ
ん
の
果
物
を
用

意
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
初
め
て
挑
戦
す
る

果
物
も
あ
っ
て
、
興
味

深
い
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

三
日
目
は
イ
ナ
ラ
ハ

ン
中
学
校
と
の
交
流
で

し
た
。
こ
の
体
験
は
い

ち
ば
ん
楽
し
み
に
し
て

い
た
も
の
で
し
た
が
、

英
語
が
通
じ
る
か
な
ど

不
安
や
緊
張
も
あ
り
ま

し
た
。
で
も
中
学
校
に

着
く
と
と
て
も
温
か
く

歓
迎
し
て
く
れ
、
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
廊
下
を
歩

い
て
い
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、
上
級

生
、
下
級
生
、
男
女
に
関
係
な
く
仲

の
良
い
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
姿
が

笠
松
中
学
校
で
も
見
ら
れ
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。
中
に
は
握
手
を
し
て

き
て
名
前
を
教
え
て
く
れ
る
子
も
い

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
英
語
も
あ
る

程
度
は
理
解
し
て
話
せ
た
の
で
す

が
、う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
り
し
た
の
で
、

も
っ
と
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。こ

の
研
修
で
は
た
く
さ
ん
の
有
意

義
な
経
験
が
で
き
た
の
で
、こ
れ
か
ら

の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

心
の
つ
な
が
り

笠
松
中
二
年
五
組

岩
崎
裕
介

現
地
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

笠
松
中
二
年
五
組

田
中
ま
ゆ
子

グ
ア
ム
で
学
ん
だ
文
化
の
違
い

笠
松
中
二
年
三
組

石
神
敬
文

空手の型をみんなで

「あやとり」でコミュニケーションを図りました

書道にみんな興味津々
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これまで、70歳以上のかたは老人保健で診療を受けていましたが、10月からは老人保健の対象年齢
が75歳以上に引き上げられることに伴い、75歳未満のかたは、国民健康保険で引き続き診療を受ける
ことになります。
（ただし、昭和7年9月30日以前に生まれたかたと、65歳以上の寝たきりなどのかたについては引き
続き老人保健の対象となります。）

10月1日以降、70歳に到達される国保被保険者のかたには国保高齢受給者証を交付し、70歳到達月
の月末までに郵送いたします。
なお、医療機関にかかられる際には、国保被保険者証に国保高齢受給者証を添えて医療機関の窓口

に提示してください。

● 3歳未満の乳幼児　　　　　2割
● 3歳以上70歳未満のかた　　3割
（退職者医療制度該当者の本人および被扶養者の入院は2割）
● 70歳以上75歳未満のかた　 1割（一定以上の所得があるかたは2割）

10月1日以降も現在お持ちの国保被保険証については、引き続きお使いください。

老人保健の対象者が75歳以上に引き上げられます

70歳以上の国民健康保険被保険者（老人保健の該当者を除く）には国民健康
保険高齢受給者証が交付されます

年齢により医療費の患者負担割合が変わります

国民健康保険被保険者証はそのまま使えます

※詳しくは、広報かさまつ10月1日号に折り込みのコクホプラザをご覧ください。

役場 住民課 保険年金係（内線124～126）
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年金を将来にわたって、正しく受けていただくためには、届け出を必要とする場合があります。
また、届け出を忘れると年金の受取りが遅れたり、年金を受取りすぎて返していただくことも

ありますので注意してください。

隣
家
に
延
焼
す
る
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、お
出
か
け
前
に
は
、

次
の
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

一
、
ガ
ス
器
具
の
コ
ッ
ク
・
元

栓
は
、
完
全
に
閉
め
て
あ
り

ま
す
か
。

二
、
タ
バ
コ
の
後
始
末
は
確
実

に
し
て
あ
り
ま
す
か
。

三
、
ア
イ
ロ
ン
、
ヘ
ア
ー
ド
ラ

イ
ヤ
ー
な
ど
電
気
器
具
の
プ

ラ
グ
は
抜
い
て
あ
り
ま
す

か
。

四
、
家
の
周
り
に
は
、
燃
え
や

す
い
物
が
置
い
て
あ
り
ま
せ

ん
か
。

五
、戸
締
り
を
し
っ
か
り
し
て
、

お
隣
り
へ
〝
ひ
と
声
〞
を
か

け
て
い
ま
す
か
。

安
心
し
て
行
楽
を
楽
し
め
る

よ
う
に
、
急
い
で
い
る
と
き
で

も
、
も
う
一
度
、
火
の
元
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

暑
い
夏
も
過
ぎ
、
季
節
は
秋

へ
と
移
り
ま
す
が
、
行
楽
な
ど

外
出
の
予
定
を
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
か
。

家
族
そ
ろ
っ
て
の
外
出
は
楽

し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
出

か
け
た
先
で
ガ
ス
の
元
栓
や
戸

締
り
な
ど
気
に
な
る
よ
う
で

は
、
楽
し
さ
も
半
減
し
て
し
ま

い
ま
す
。

留
守
宅
か
ら
の
出
火
は
、
発

見
が
遅
れ
が
ち
に
な
る
た
め
に

大
き
な
火
災
に
な
り
や
す
く
、

消防署
お出かけ前に

火の元チェックを！！

羽島郡広域連合 388・1195

こ ん な と き こ ん な 届 け 出 を

年金を受けているかたが、毎年1回、誕生月に「現況届」を必ず提出してください。
※この届けが提出されないと年金の支払いが一時止まります。

誕生月がきたとき

氏名を変えたとき

住所や年金の受取り先を
変えるとき

年金証書をなくしたとき

死亡したかたに受け取れ
るはずの年金が残ってい
るとき

結婚や養子縁組などにより氏名を変更したときは、年金証書を添えて「年金受
給権者氏名変更届」を提出ください。
※添付書類…戸籍抄本または、住民票

住所や年金の支払いを受ける金融機関や郵便局を変更したときは、「年金受給
権者住所・支払機関変更届」を提出してください。
※支払機関の変更は金融機関の証明が必要です。

汚したり、なくしたときは、「年金証書再交付申請書」を提出してください。

生計を同じくしていた一定の遺族のかたに、死亡した月の分までの年金が支払
われます。
「未支給年金保険給付請求書」の届けが必要です。
※添付書類…戸籍謄本・住民票・除票・年金証書・預金通帳

提出先　岐阜南社会保険事務所　 273ー6167
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プラスチック製容器包装の収集が8月から始まっています。

収集日には、大変手間のかかることにもかかわらず、皆さんのご協力により多くの資源を回収し

ています。しかし、中には汚れたままであったり、生ごみと一緒に出されているものもありました。

汚れているものは水洗いし、プラスチック製容器包装（表示マーク　　）のみを出してください。

プラスチック製容器包装
分別収集できていますか

紙ごみ

食品の残り

食品の汚れ（洗ってください）

紙製容器包装

プラスチック製品

幅広ビニールひも

プラスチック容器包装ではないもの

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
が

増
え
て
い
ま
す
!!

最
近
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
左
右
の
安
全
を
確
か
め
、

ま
た
夜
間
外
出
す
る
時
に
は
明
る
い
服
装
で
反
射
材
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
目
立
つ
よ
う
に
、
反
射

材
を
つ
け
て
明
る
い
服
装
で
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
の
ラ
イ
ト
は
必
ず
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

夜間の外出には
反射材を身につけて！
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町
美
術
展
実
行
委
員
会
で
は
、

「
第
32
回
笠
松
町
美
術
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
中
は
多
数
の
作
品
の
展
示

と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
小
品
展
を
行
い

ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
是

非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
11
月
2
日（
土
）〜4日（

月
）

【
時
間
】
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

【
場
所
】中

央
公
民
館
・
町
民
体
育
館

「第32回
笠松町美術展」

の開催
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私
た
ち
は
、
学
習
し
た
い
人
を
支
援
し
た
り
、
学

習
そ
の
も
の
を
手
助
け
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
す
。
現
在
、
会
員
は
十
五
人
。
公
民
館
の
生
涯

学
習
事
業
を
は
じ
め
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
土
曜
日
の
活
動
を
支
援
す
る
『
わ
く
わ

く
広
場
』
も
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

自
ら
も
学
び
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
『
フ
レ

ン
ズ
』
は
、
お
互
い
の
立
場
を
思
い
や
り
、
自
分
の

持
て
る
力
を
活
か
し
て
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
思

う
快
い
仲
間
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

〔
活
動
日
〕
月
一
回
定
例
会
・『
わ
く
わ
く
広
場
』の
他
、

要
請
時

〔
場

所
〕
中
央
公
民
館
他

〔
連
絡
先
〕
小
栗
知
津
子

宅

3
8
7
・
5
0
5
2

ボランティアで学習支援
生涯学習ボランティア「フレンズ」

給
食
で
は
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー

が
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今
月

は
、
か
ぼ
ち
ゃ
ペ
ー
ス
ト
を
使
っ

た
黄
金
色
の
シ
チ
ュ
ー
を
紹
介
し

ま
す
。

秋
の
味
覚
の
栗
や
き
の
こ
を
加

え
、
自
然
の
恵
み
を
味
わ
え
る
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
鶏
肉
と
じ
ゃ
が
い
も
と
た
ま
ね

ぎ
は
一
口
大
に
切
り
、
に
ん
じ

ん
は
い
ち
ょ
う
切
り
、
本
し
め

じ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房
に

分
け
る
。（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

下
茹
で
す
る
）

②
鍋
を
熱
し
、
サ
ラ
ダ
油
を
ひ
き
、

鶏
肉
に
白
ワ
イ
ン
を
ふ
り
炒
め

る
。
次
に
た
ま
ね
ぎ
も
よ
く
炒

め
る
。

③
②
に
じ
ゃ
が
い
も
、
に
ん
じ
ん
、

水
、
コ
ン
ソ
メ
を
加
え
煮
込
む
。

沸
騰
し
た
ら
栗
、
と
ろ
け
る

チ
ー
ズ
を
加
え
る
。

④
別
の
小
鍋
に
バ
タ
ー
を
溶
か

し
、
小
麦
粉
を
ふ
り
入
れ
、

ル
ー
を
作
っ
て
お
く
。

⑤
③
の
材
料
に
火
が
通
っ
た
ら
、

し
め
じ
を
加
え
煮
る
。
次
に
か

ぼ
ち
ゃ
ペ
ー
ス
ト
と
④
の
ル
ー

を
加
え
と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
牛

乳
を
加
え
よ
く
混
ぜ
る
。

⑥
最
後
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
加
え

る
。

※
か
ぼ
ち
ゃ
ペ
ー
ス
ト
は
、
か
ぼ

ち
ゃ
の
皮
を
む
き
、
レ
ン
ジ
に

か
け
柔
ら
か
く
し
、
つ
ぶ
し
て

も
よ
い
。

鶏肉 ………………………60g
白ワイン ……………大さじ1
サラダ油 …………………適宜
じゃがいも ……………中1個
たまねぎ………………1／2個
にんじん …………………60g
本しめじ …………………40g
ブロッコリー ……………60g
栗（むき）…………………40g
とろけるチーズ …………15g
かぼちゃペースト ………80g
コンソメ ……………………4g
塩・こしょう ……………適宜
小麦粉 ……………………20g
バター ……………………20g
牛乳………………………60cc

4
人
分

材

料

秋の香りシチュー

な

ま

か

N
A
K
A
M
A

BOOK

恋をしたら、同窓会で5歳若く見ら
れるのだろうか。
恋に溺れたら、ダイエットももれ

なくついてくるのだろうか。
恋ができたら、今まであきらめて

た夢が叶うんだろうか。
40から、恋をしてはいけませんか？

四
十
雀
の
恋

下
羽
栗
会
館

著
者

柴
門
ふ
み

発
行

角
川
書
店

“たこやきマントマン”は小さな
お店の鉄板の上で生まれた、元気
な5人兄弟です。
青い空をひとっとび。悪者を必殺

わざをくりだして、倒します。どん
な“わざ”がでてくるでしょう！

た
こ
や
き
マ
ン
ト
マ
ン

松
枝
公
民
館

著
者

高
田
ひ
ろ
お

発
行

金
の
星
社

3つの「K」（倹約・環境・健康）を基
本に節約生活・工夫生活を究めた著
者が、気持ちが豊かになる生活を求
めて著した生活読本。今の生活より
時間・空間・気持ちに“ゆとり”が生
まれる快適生活技術が満載です。

快
適
生
活
の
ス
ス
メ

中
央
公
民
館

著
者

山
崎
え
り
子

発
行

家
の
光
協
会

BOOK
保育園児への人権啓発　「おはなし会」の様子



育
て
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
難

し
く
、
毎
日
が
一
分
一
秒
に
追
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
働
く
女

性
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
厳
し
い
世
の
中
に
な
っ
て
き
た

こ
と
の
現
れ
な
の
か
と
考
え
ま
す
。

仕
事
に
出
る
と
そ
の
分
、
子
ど
も
と

過
ご
す
時
間
は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
子
ど
も
が
か
わ
い
そ

う
だ
と
い
う
ふ
う
に
は
考
え
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。

「
お
父
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
い
る
け

ど
お
母
さ
ん
も
一
生
懸
命
働
い
て
る
か

ら
ね
。
お
母
さ
ん
の
働
く
姿
を
い
つ
も

見
て
い
て
ね
」
と
口
に
出
し
て
言
わ
な

く
て
も
子
ど
も
は
ち
ゃ
ん
と
み
て
い
て

く
れ
る
と
思
う
の
で
す
。
毎
日
リ
ス
ト

ラ
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
、
完
全
失
業

「
お
母
さ
ん
、
ぼ
く
の
ク
ラ
ス
に
ね

新
し
い
お
友
達
が
来
た
ん
だ
よ
」
と
昨

年
よ
り
、
年
中
と
年
長
に
な
る
子
ど
も

た
ち
が
よ
く
そ
ん
な
話
を
私
に
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
の
松
枝
保
育
所
の
入

所
式
に
一
五
七
人
だ
っ
た
園
児
が
八
月

に
は
一
六
七
人
と
な
り
、
ま
だ
ま
だ
増

え
る
予
定
だ
と
い
う
話
で
す
。
目
に
付

く
の
は
、
三
歳
未
満
児
が
増
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

私
も
我
が
子
が
生
後
六
ヵ
月
の
こ
ろ

か
ら
、
以
前
の
仕
事
に
復
帰
し
た
の
で

す
が
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
は
思
う
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
思
え

ば
自
分
が
上
手
に
時
間
を
使
え
な
か
っ

た
こ
と
が
両
立
を
妨
げ
た
一
番
の
原
因

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
働
き
な
が
ら
子
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笠松町道徳教育連絡会議

率
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
く
こ
の
時

代
に
働
け
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
思

い
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
つ
も
考
え

ま
す
。
し
か
し
決
し
て
外
に
出
て
働
く

こ
と
だ
け
が
大
変
な
こ
と
だ
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
専
業
主
婦
の
お
母
さ
ん
た
ち

の
仕
事
も
同
様
に
大
変
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
言
え
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
お
家
の

仕
事
す
る
か
ら
ね
」
と
何
で
も
い
い
か

ら
、
そ
ん
な
姿
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ

て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
の
時
は
子
ど
も
の
目

線
で
話
を
し
、
時
間
が
あ
れ
ば
絵
本
を

読
ん
で
あ
げ
た
り
、
膝ひ

ざ

の
上
に
乗
せ
た

り
、
い
つ
も
抱
き
し
め
て
あ
げ
た
り
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
で
す

ね
。
そ
し
て
、
話
を
〝
聞
く
〞
の
で
は

な
く
、
〝
聴
く
〞
と
い
う
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
を
理
解
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
〝
子
ど
も
は
親
の
鏡
〞
と
昔

か
ら
言
い
ま
す
。
性
格
も
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
親
の
一
生
懸
命
な
姿
を
見
て
感

じ
る
こ
と
は
、
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
、
何
で
も
自
分
か
ら

進
ん
で
で
き
る
子
に
、
伸
び
伸
び
と
元

気
よ
く
、
そ
し
て
人
の
痛
み
の
分
か
る

優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
毎

日
で
す
。

最
後
に
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
だ

い
た
か
た
が
た
に
、
働
く
女
性
と
そ

の
子
ど
も
た
ち
を
少
し
で
も
応
援
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

「
働
く
母
親
を
見
て

子
ど
も
た
ち
は
何
を
感
じ
る
か
」

松
枝
保
育
所
保
護
者
会

会
長

村
島
美
香

教育委員会だより

教育電話相談

悩
ん
だ
ら

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

郡
四
町
教
育
委
員
会

2
4
5
―

1
1
3
3

健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
、
結
果
の
欄
に
「
肥
満

で
す
」
な
ど
と
書
か
れ
た
か
た

も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

肥
満
に
は
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

内
臓
脂
肪
型
肥
満
が

く
せ
者
で
、
生
活
習

慣
病
発
症
の
温
床
に

な
り
や
す
い
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。

目
安
と
し
て
、
へ
そ

の
高
さ（
位
置
）で
ウ
エ

ス
ト
を
測
定
し
て
、
男

性
な
ら
八
十
五
cm
以
上
、

女
性
な
ら
九
十
cm
以
上

で
あ
れ
ば
内
臓
脂
肪
型

肥
満
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
の
で
す
。

肥
満
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
多
い
の
は
食
事
・

ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
量
過
多
、

運
動
不
足
な
ど
で
す
。
そ
れ
ら

は
、
す
べ
て
長
年
蓄
積
さ
れ
た

個
々
の
生
活
習
慣
そ
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
お
気
付
き

で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
気
を
付

け
て
い
れ
ば
、十
分
改
善
可
能
な

も
の
ば
か
り
が
原
因
な
の
で
す
。

ま
ず
、
生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
食

事
の
全
体
量
を
減
ら
す
。
休
肝

日
を
設
け
る
。
通
勤
で
歩
く
、

階
段
を
利
用
す
る
。
休
日
を
利

用
し
て
運
動
習
慣
を
築
く
な
ど

の
見
直
し
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
結
果
を
焦
ら
ず
、
最
低

三
ヵ
月
は
地
道
な
努
力
が
必

要
で
す
。

改
善
さ
れ
た
ら
次
は
維
持
す

る
段
階
に
入
り
ま
す
。
油
断
せ

ず
、
経
過
に
合
わ
せ
て
少
し
ず

つ
質
や
量
を
変
化
さ
せ
て
い
く

必
要
も
あ
り
ま
す
。

長
年
か
け
て
た
め
て
し
ま
っ

た
腹
部
の
脂
肪
は
時
間
を
か
け

て
、
し
っ
か
り
落
と
し
ま
し
ょ

う
。
ウ
エ
ス
ト
を
測
定
し
て
み

て
危
険
信
号
を
感
じ
取
っ
た

ら
、
ご
自
分
の
生
活
習
慣
に
目

を
向
け
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

脂肪の場所が問題です
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【医療機関】黒田内科クリニック
【住　所】柳津町佐波800－7
【電　話】 270・0500
【予防接種実施曜日・時間】

月・火・水・金・土・日曜日　午前 9 時～正午
午後 4 時30分～ 7 時30分（ただし、日曜日は午前のみ）

「
あ
な
た
の
ま
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
今
年
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

期
間
は
10
月
1
日（
火
）か
ら
12
月
31
日（
火
）ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

7月に発生した台風による大垣市内の被害に対して
「大垣豪雨災害義援金」を各公共施設で受け付けまし
たところ、総額37,759円の義援金が集まりました。
皆さんの温かい義援金は、早速、町分区を通じ岐阜

県支部へ送金しました。
ご協力ありがとうございました。

〈下半期〉
月
10月
11月
12月

日（曜）
3日（木）・17日（木）
7日（木）・21日（木）
5日（木）・19日（木）

赤い羽根共同募金にご協力をお願いします!!
県共同募金会笠松町分会　 387・5332

個別予防接種実施医療機関の追加

親子のふれあいを大切にし、子どもの体力づくりと
保育所間の交流を深めることを目的として、第一・松
枝・下羽栗保育所合同運動会を開催します。
皆さんお誘い合わせのうえお出かけください。

【月　日】10月13日（日）
※雨天の場合　10月14日（月）（体育の日）

【時　間】午前 9 時～正午
【場　所】松枝保育所

三保育所合同運動会 10月13日（日）開催

1  労働災害が発生した場合には、「労働者死傷病報告」
を遅滞なく、所轄の労働基準監督署へ提出してくだ
さい。（事業者のかた）

2  労働災害の受診は「労災保険」で！
～健康保険は使えません～（事業者、労働者のかた）

【問合先】岐阜労働局労働基準部　 245・8102
岐阜労働基準監督署　　 247・1101

「労災かくし」は犯罪です

児童館では、あそびを通しての親子の触れ合いを目
的とした「ピヨピヨひろば」を毎月開催しています。
是非ご参加ください。
【対象者】就園前の幼児と保護者のかた
【定　員】20人
【時　間】午前10時30分～（約45分間）
【申込先】児童館（ 388・0811）

ピヨピヨひろば　　　　　　　児童館大垣豪雨災害義援金にご協力ありがとうございました
日本赤十字社　笠松町分区

岐阜都市計画道路の都市計画変更案の縦覧を次のと
おり行います。
【変更路線（県決定）】

岐阜駅忠節線　　岐阜駅高富線　　岐阜駅那加線
岐阜駅城田寺線　岐阜駅柳津線　　岐阜駅坂井町線

【縦覧場所】役場建設課窓口（1階）
県都市政策課（県庁内）

【縦覧期間】10月4日（金）～18日（金）（土・日曜日を除く）
【縦覧時間】午前 8 時30分～午後 5 時15分
※この変更案に意見のあるかたは、縦覧期間中、県に
意見書を提出することができます。

都市計画道路の変更案の縦覧　建設課

お
願
い

情
報

お知
らせ

月
1月
2月
3月

日（曜）
9日（木）・23日（木）
6日（木）・20日（木）
6日（木）・13日（木）

中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所
福 祉
健康センター 388-7171

松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

387-0156
387-2360
387-8432
387-1121

町社会福祉
協 議 会 387-5332

388-1111

（町体育協会事務局） 388-3231
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町では、家庭教育の在り方について考え、明るく楽
しい家庭づくりを目的として家庭教育シリーズ講座を
開催しています。
第 5 回目は、次のように行いますので、是非お出か
けください。
【月　日】10月18日（金）
【時　間】午後7時30分～9時15分
【場　所】中央公民館集会室
【講座内容】「子どもの心と音楽の効果」
講師　東海女子短期大学教授　窪田千恵子　氏

皆さんは、毎日のくらしの中で、国の役所やNTT、
道路公団などの特殊法人の仕事に対して苦情や要望を
お持ちになったことはありませんか？
当町では、総務大臣から行政相談委員に委嘱された

加藤司郎さんがその解決と実現を図っています。
相談は毎月第三水曜日の午後 1 時から 3 時まで福祉
会館で開設するほか、自宅（県町105 387・2793）で
も応じています。今月は通常相談以外に16日（水）、17
日（木）に行われる特別町民合同相談でも行政相談に応
じます。秘密は固く守られますので、お気軽にご相談
ください。
なお、総務省岐阜行政評価事務所（岐阜市金竜町5の

13 岐阜合同庁舎、電話:行政苦情110番 246・1100）
では、いつでも行政相談に応じています。
ホームページアドレス

http://www.soumu.go.jp/kansatu/tizu.htm

E-mailアドレス

110gifu@soumu.go.jp

※法律相談のみ予約制です。
法律相談を希望されるかたは、10月 9 日（水）までに電話で秘書広報課秘書係（内線203）へお申込みください。
時間の関係上、相談は 7 人までとし、定員を超える場合は抽選となります。

学校資源回収　下羽栗小学校

対象地域

日　　時

回収品目

問 合 先

下羽栗小学校区

10月 5 日（土）
〈雨天:10月12日（土）〉
午前 8 時30分～

牛乳パック・ダンボール・
アルミ缶・新聞紙・雑誌・チラシ

田島宏二　 387・4074

※雨天等で中止の場合は、防災行政無線でお知らせします。

資源回収のお知らせ
秋の行政相談週間 10月21日（月）～27日（日）

特 別 町 民 合 同 相 談 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 秘書広報課

家庭教育シリーズ講座⑤ 中央公民館

（財）労災年金福祉協会では、過労からくる健康のこ
と、精神的な悩み、労災保険のことなどの無料相談を
実施しています。お気軽にご相談ください。
【問合先】（財）労災年金福祉協会岐阜労災年金相談室　
フリーダイヤル　0120・603・114

考えましょう！あなたのからだ。

松枝公民館・下羽栗会館図書室では、蔵書整理のた
め閉室します。利用者の皆さんにはご迷惑をおかけす
る場合がありますが、ご協力をお願いします。
【期間】・下羽栗会館図書室　10月18日（金）～11月14日（木）

・松枝公民館図書室　11月 1 日（金）～28日（木）
※蔵書整理期間中は、雑誌のみご利用できます。

松枝公民館・下羽栗会館図書室閉室のお知らせ

区　　　分

法 律 相 談

悩みごと相談

行 政 相 談

人 権 相 談

心配ごと相談

相　談　員

弁 護 士

悩 み ご と 相 談 員

行 政 相 談 委 員

人権擁護委員・法務局職員

民 生 ・ 児 童 委 員

相談日

17日（木）

16日（水）

16日（水）

17日（木）

時　間

午前10時

午後3時

〜

場　所

福祉会館

内　　　　　　容

取引・離婚などの法律的なこと

家庭内・近隣の悩みごと

国の役所やNTTなどの特殊法人の仕事に対する要望・苦情

いやがらせ・名誉毀損など

家庭内・近隣の心配ごと

第11回
リバーサイドカーニバル2002

10月20日（日）開催

●テーマ わたしたちの笠松
● キャッチフレーズ 川湊からわ・わ・わ
かさまつまちづくりイベント実行委員会
388・1111（内線281）

第11回
リバーサイドカーニバル2002

▲昨年のステージショー

▼Eボート
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平成15年 4 月から入所（園）を希望されるかたの受付
を開始します。
入所（園）する保育所（園）は、保護者が自由に選ぶこ

とができます。
【対象者】

町内在住で保護者が勤めや内職・自営業に従事、
病気（出産などを含む）、看病などの理由で昼間児童
の保育ができないと認められる家庭の児童。
なお障害のある児童の保育は、笠松保育園で行っ

ています。
【受付期間】10月 1 日（火）～18日（金）
【受付場所】各保育所（園）
【申請用紙交付場所】

各保育所（園）、福祉健康課（役場窓口）、福祉健康
センター

【添付書類】勤務証明書、内職証明書など
※詳しいことや、年度の途中からの児童の入所、他
市町村の保育所（園）への児童の入所を希望される
かたは、福祉健康課（役場窓口）または、福祉健康
センターへおたずねください。

・第一保育所（上新町172） 387・2664
・松枝保育所（北及1783） 387・2298
・下羽栗保育所（無動寺228） 387・2496
・笠松保育園（西宮町44の2） 387・2947

平成15年度保育所（園） 入所（園）受付スタート　　　　　　　　福祉健康課

町では、インフルエンザの予防接種を受けられた場合に、
接種料の一部を助成しています。
【対象者】

・65歳以上のかた
・60歳以上65歳未満のかたで、心臓・腎臓・呼吸器の機
能で障害者手帳1級をお持ちのかたおよびヒト免疫不
全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不
可能な程度の障害をお持ちのかた。

【助成回数】1回
【助成額】1,500円（ただし接種料が1,500円未満の場合は、
その接種料）

【接種期間】10月1日～平成15年3月31日（予防接種の効果か
ら12月上旬までに接種されることをお勧めします）

【接種医療機関】

できるだけ指定医療機関で接種を受けてください。
（指定医療機関以外で接種された場合も助成の対象には
なりますが、予防接種による事故が起きた場合の「予防
接種健康被害救済制度」の対象にはなりません）

▼助成を希望されるかたは

【指定医療機関で接種される場合】

予診票などは、医療機関に備えつけてありますので、
直接医療機関に出かけて接種を受けてください。

【指定医療機関以外で接種される場合】

役場福祉健康課・福祉健康センター・松枝公民館・総
合会館・福祉会館で予診票を受け取り、医療機関に出か
けて接種を受けてください。

高齢者インフルエンザ予防接種料助成　　　　　　　　　　　　　福祉健康課

愛生病院 円城寺971 388-3300
伊藤医院 上本町13 387-2257
岩村医院 門間1270 387-0180
おおかわ整形外科 門間853 388-7666
片山クリニック 田代若宮1098-1 388-8700
小寺医院 美笠通3-20 387-4504
米野医院 米野243 387-6010
さとう整形外科 田代815 388-0100
杉山内科医院 奈良町119 388-3600
羽島クリニック 門間578-1 387-6161
松波健康増進クリニック 泉町10 388-0111
吉田胃腸科 門前町67-2 387-2217
内田医院 松原町401-7 （058689）2562
赤座医院 上印食7-12 247-2626
おおしろ内科 野中2-94-1 249-1366
河合内科クリニック 八剣8-43 247-6630
北田内科クリニック 下印食2-45 278-1030
岐南外科医院 三宅5-118 246-3553
沢田内科 上印食3-178 247-5131
サンライズクリニック 野中3-220 247-3322
野尻産婦人科 八剣北4-87 246-7551
伏見医院 三宅1-204 247-8828
渡辺小児科 八剣1-24 246-8882
かねまつ整形外科 佐波904 279-3588
黒田内科クリニック 佐波800-7 270-0500
たじりか医院 蓮池2-24 387-6367
たけのうちクリニック 高桑2166-1 279-5015
松原医院 丸野1-72 388-0121
まるの内科クリニック 丸野1-70-1 387-8282
柳津病院 宮東1-102 388-3838

指定医療機関

笠

松

町

岐

南

町

柳

津

町

川島町

保育所（園） 第一保育所 松枝保育所 下羽栗保育所 笠松保育園

対 象 年 齢 6ヵ月～1歳6ヵ月 1歳6ヵ月～就学前 1歳～就学前

一時的保育 あり（ただし、1ヵ月12日以内）

通 園 バ ス なし あり（ただし年少以上）・無料

保　育　料 入所（園）を希望する児童の属する世帯の課税額の合

計により算出
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【日　時】10月27日（日）
午前 8 時から 1 ～ 2 時間程度（小雨決行）
※中止の場合は、午前 7 時に防災行政無線でお知らせします。

【趣　旨】近年河川利用の増加に伴いゴミの量も増え、地
域の人たちが毎日にように清掃活動を行っていますが、
いっこうに減っていません。河川や道路・公園など公共
空間に捨てられたゴミの処理費用は通常の2～3倍の税金
が使われ、また環境破壊にもなります。そのため、木曽
三川流域を中心とした沿川住民・河川利用者や自治体が
共同歩調を取りながら、水辺など公共空間の愛護意識高
揚に向け“みんなの力を結集してふるさとのきれいな川
や海を子どもたちに残そう”をテーマに、「川と海のク
リーン大作戦」（伊勢湾沿岸の主要河川流域）が地域との
協動管理のもと広域的に同時実施されます。

【集合場所】

①米野運動場駐車場　　②パターゴルフ場駐車場
③緑地公園駐車場　※ご都合の良い場所にお集まりください。
◎注意事項

①動きやすい作業着と運動靴で、安全確保に十分注意してください。
②所定のゴミ袋を現地で配布しますので、燃えるゴミ・燃えないゴミに分別して集めてください。
③ゴミ袋に入るゴミを対象とし、注射器などの危険なゴミや大きなゴミ・タイヤなど拾わないようにしてくだ
さい。

④拾ったゴミは、指定の収集場所まで運んでください。

河川一斉清掃「川と海のクリーン大作戦」～河川清掃活動に参加しよう～

お
願
い

情
報

お知
らせ

中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所
福 祉
健康センター 388-7171

松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

387-0156
387-2360
387-8432
387-1121

町社会福祉
協 議 会 387-5332

388-1111

（町体育協会事務局） 388-3231
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メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
日
本
ま
ん
な

か
楽
園
ぎ
ふ
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
画
像
や
イ
ラ
ス
ト
を
含
ん

だ
H
T
M
L
形
式
で
配
信
す
る
も

の
で
、
都
道
府
県
で
は
全
国
初
で

す
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち

の
か
た
は
、
是
非
登
録
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

岐
阜
県
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.gifu.jp/m
agazine/

【
問
合
先
】（
財
）岐
阜
県
広
報
セ
ン

タ
ー
内

岐
阜
県
広
報
協
会

2
7
7
・
1
0
2
4

（
株
）オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
で
は
、
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ（
契

約
社
員
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
勤
務
先
】
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
内

【
勤
務
時
間
】
午
前
9
時
〜
午
後
9

時（
交
代
制
で
実
働
7
・
5
時
間
）

【
給
与
】
時
給
8
0
0
円（
各
種
保
険

完
備
、交
通
費
・
時
間
外
手
当
支
給
）

【
条
件
】
土
日
、
祝
日
に
出
勤
で
き

る
か
た

【
問
合
先
】（
株
）オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

0
5
8
6
8
9
・
6
7
6
6

法
務
局
で
は
、
今
年
10
月
か
ら
5

年
以
上
登
記
の
な
い
株
式
会
社
に
つ

い
て
、
商
法
第
4
0
6
条
ノ
3
の
規

定
に
よ
る「
休
眠
会
社
の
整
理
作
業
」

を
行
い
ま
す
。

10
月
1
日
の
時
点
で
最
後
の
登
記

か
ら
5
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
株

式
会
社
は
、
12
月
2
日

ま
で
に

登
記
の
申
請
ま
た
は
、「
ま
だ
営
業

を
廃
止
し
て
な
い
」
旨
の
届
出
を
し

な
い
限
り
、
解
散
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
、
職
権
で
解
散
の
登
記
が
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
岐
阜
地
方
法
務
局
羽
島

出
張
所

3
8
7
・
6
0
0
1

【
募
集
内
容
】

・
青
年
海
外
協
力
隊（
20
〜
39
歳
）

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
40
〜

69
歳
）

・
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
40
〜
69
歳
）

【
募
集
期
間
】
10
月
10
日

〜
11
月

16
日

※
各
地
で
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
予
約
不
要
、
入
場
料
無
料
）

【
問
合
先
】
J
I
C
A
中
部
国
際
セ

ン
タ
ー

0
5
2
・
7
0
2
・
1

3
9
1

http://w
w
w
.jica.go.jp/

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
は
、
雇
用
就
業
を
希
望
す

る
55
歳
以
上
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の

か
た
を
対
象
に
、
就
業
を
目
的
と
し

た
技
能
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
問
合
先
】（
社
）岐
阜
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

2
4

9
・
0
2
2
8
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

3
8
7
・
5
3
3
2

岐
阜
県
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
創
刊

県
広
報
協
会

木
目
込
人
形
教
室
の
開
催

笠
松
郵
便
局

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
募
集

（
株
）オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

休
眠
会
社
整
理
の
お
知
ら
せ

岐
阜
地
方
法
務
局

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

J
I
C
A

技
能
講
習
受
講
者
募
集

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

羽
島
郡
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

参
加
者
募
集

郡
四
町
教
育
委
員
会

講習名 オ フ ィ ス
クリーニング

11月12日～29日
のうち6日

10月28日～1月30日
のうち19日

11月5日～1月28日
のうち19日

ふれあいタウン白山
（岐阜市鶴田町
3丁目7-4）

各務原市総合福祉会館
（各務原市那加桜町2-163）

介護講習（2級課程）

期　間

会　場

定　員 20人 30人 40人

無　　料受講料



円
空
連
合
岐
阜
地
区
事
務
局
で

は
、
岐
阜
県
が
生
ん
だ
偉
人
「
円
空

上
人
」
が
作
ら
れ
た
仏
像
を
訪
ね
る

『
円
空
仏
め
ぐ
り
』
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
期
日
】
11
月
13
日

【
内
容
】
羽
島
市
の
中
観
音
堂
・
円

空
資
料
館
や
関
市
の
弥
勒
寺
、
洞
戸

村
の
円
空
記
念
館
を
見
学
し
、
午
後

5
時
頃
解
散
予
定

【
定
員
】
70
人（
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

【
集
合
場
所
】
午
前
8
時
50
分
J
R

岐
阜
駅
南
口
ま
た
は
午
前
9
時
20
分

羽
島
市
役
所

【
そ
の
他
】
昼
食
は
参
加
者
負
担
で

す
。
昼
食
場
所
に
食
堂
は
あ
り
ま
す

が
、
弁
当
を
持
参
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
10
月
15
日

ま
で
に

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

左
記
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
は
お
一
人
様
一
枚

【
申
込
・
問
合
先
】
〒
5
0
0-

8
7

2
0
岐
阜
市
神
田
町
1
の
11

岐
阜

市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
課
内
円
空

連
合
岐
阜
地
区
事
務
局

2
6

5
・
4
1
4
1
内
線
6
1
3
3
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「
円
空
仏
め
ぐ
り
」
参
加
者
募
集

円
空
連
合
岐
阜
地
区
事
務
局

運動場、テニスコート（11月分）
【月日】10月25日（金）
【時間】午後 7 時30分～
【場所】中央公民館

岐
阜
地
域
保
健
所
で
は
、「
見
つ

け
よ
う
あ
な
た
に
あ
っ
た
健
康
づ
く

り
！
続
け
て
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
健
康
づ
く

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

【
月
日
】
10
月
20
日

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
場
所
】
岐
阜
県
健
康
科
学
セ
ン
タ
ー

（
各
務
原
市
那
加
不
動
丘
1
の
1
）

【
内
容
】
ア
ロ
マ
コ
ロ
ジ
ー
・
コ
ン

サ
ー
ト
・
ク
イ
ズ
大
会
・
動
物
占

い
・
ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
・
フ
ェ
イ
ス
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
・
健
康
相
談
・
ア
ト
ピ
ー
相

談
・
動
脈
硬
化
度
測
定
・
骨
密
度
測

定
な
ど

【
参
加
料
】
無
料

【
問
合
先
】
岐
阜
地
域
保
健
所

0
5
8
3
・
80
・
3
0
0
2

【
月
日
】
10
月
19
日

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
場
所
】
岐
阜
高
島
屋
1
階
バ
ラ
の

広
場

【
内
容
】
登
記
、供
託
、
戸
籍（
国
籍
）、

人
権
擁
護
な
ど

【
相
談
員
】
岐
阜
地
方
法
務
局
職
員

【
問
合
先
】
岐
阜
地
方
法
務
局
総
務
課

2
4
5
・
3
1
8
1

瑞
浪
市
で
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー

ル
ド
と
共
催
で
環
境
に
関
す
る
認
識

を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

「
環
境
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
月
日
】
10
月
26
日

・
27
日

【
時
間
】
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

【
場
所
】
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド（
瑞

浪
市
明
世
町
戸
狩
54
番
地
）

【
参
加
料
】
無
料

【
問
合
先
】
瑞
波
市
役
所

0
5

7
2
・
68
・
2
1
1
1
、
サ
イ
エ
ン

ス
ワ
ー
ル
ド

0
5
7
2
・
66
・

1
1
5
1

【
講
習
科
目
】
パ
ソ
コ
ン（
短
期
）

【
内
容
】
表
計
算
ソ
フ
ト（
エ
ク
セ
ル
）

の
基
礎
的
操
作

【
講
習
期
間
】
11
月
19
日

〜
12
月

3
日

（
延
べ
10
日
間
）

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分

【
場
所
】
岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

（
岐
阜
市
学
園
町
2
の
33
）

【
対
象
者
】
再
就
職
を
希
望
す
る
か
た

【
定
員
】
30
人

【
受
講
料
】
無
料

（
た
だ
し
、
教
材
費
は
自
己
負
担
）

【
申
込
日
時
】10
月
24
日

・
25
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
申
込
先
】
岐
阜
県
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
へ
本
人
が
直
接
申
込
み

（
電
話
申
込
み
不
可
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
問
合
先
】
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

2
9
4
・
3
8
0
0

県
で
は
、「
岐
阜
県
都
市
計
画
の

方
針
」
と
「
岐
阜
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け
、

住
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
は
、
一
般
の
か
た
の

傍
聴
が
で
き
ま
す
。

是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
月
日
】
10
月
26
日

【
時
間
】
午
後
1
時
〜
4
時

【
場
所
】
岐
阜
県
図
書
館
研
修
室

「
法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
」
開
設

岐
阜
地
方
法
務
局

パ
ソ
コ
ン
（
短
期
）
講
習

県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

環
境
フ
ェ
ア
開
催瑞

浪
市

岐
阜
県
都
市
計
画
地
域
別
住

民
懇
談
会
の
開
催

「
イ
キ
イ
キ
・
ふ
れ
あ
い
健
康
づ
く

り
2
0
0
2
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

岐
阜
地
域
保
健
所
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慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
年
）九
月
十
五
日

関
ヶ
原
で
戦
い
が
始
ま
る
前
、
八
月
二
十
一

日
・
二
十
二
日
の
両
日
、
米
野
付
近
の
木
曽

川
の
河
原
は
、
戦
火
に
み
ま
わ
れ
ま
し
た
。

清
須
城（
現
愛
知
県
）を
出
発
し
た
東
軍

は
、
木
曽
川
を
渡
っ
て
美
濃
へ
進
出
す
る

の
に
、
河こ

う

田だ

島じ
ま（

現
川
島
町
付
近
）を
経
て

米
野
へ
と
い
う
コ
ー
ス
と
、
起

お
こ
し（

現
尾
西

市
起
町
付
近
）を
経
て
竹た

け

ヶが

鼻は
な（

現
羽
島
市

竹
鼻
町
）へ
と
い
う
コ
ー
ス
を
選
び
ま
し

た
。
河こ

う

田だ

島じ
ま

の
コ
ー
ス
に
は
池い

け

田だ

輝て
る

政ま
さ

ら

一
万
八
、〇
〇
〇
人
の
兵
が
、
起
の
コ
ー

ス
に
は
福ふ

く

島し
ま

正ま
さ

則の
り

ら
一
万
六
、〇
〇
〇
人

の
兵
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
一
日
に
到
着
し

ま
し
た
。
一
方
西
軍
の
織お

田だ

秀ひ
で

信の
ぶ

は
米
野

付
近
と
竹た

け

ヶが

鼻は
な

城
に
そ
れ
ぞ
れ
軍
を
進

め
、
東
軍
と
木
曽
川
を
挟
ん
で
図
①
の
と

お
り
相
対
し
ま
し
た
。
東
西
両
軍
は
二
十

二
日
明
け
方
を
待
っ
て
砲
火
を
交
え
ま
し

た
。
討
ち
つ
討
た
れ
つ
敵
味
方
血
み
ど
ろ

死
闘
の
末
、
東
軍
は
織
田
軍
を
打
ち
破
り

ま
し
た
。
と
り
わ
け
米
野
の
戦
い
で
は
、

黒
田
城
主
一
柳
の
家
僕
大お

お

塚つ
か

権ご
ん

太だ

夫ゆ
う

が
木

曽
川
渡
河
の
一
番
乗
り
を
果
た
し
た
も
の

の
、
織
田
軍
の
一
人
飯い

い

沼ぬ
ま

小こ

勘か
ん

平べ
い

に
殺
さ

れ
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
飯
沼
も
池
田
輝

政
の
弟
に
殺
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
大
塚

は
無
動
寺
の
畑
の
中
に
、
飯
沼
は
平
島
の

田
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
葬
ら
れ
、
各
々
の
武

勇
が
今
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

お
東
軍
が
河
田
橋
付
近
の
木
曽
川
を
容
易

に
渡
り
得
た
の
は
、
木
曽
川
沿
い
に
住
み
、

川
の
流
れ
と
深
浅
を
知
り
尽
く
し
て
い
た

土
豪
野の

々の

垣が
き

源げ
ん

兵べ

衛え

久ひ
さ

晴は
る

の
案
内
が
あ
っ

た
た
め
と
言
わ
れ
ま
す
。

木
曽
川
を
渡
河
し
た
東
軍
は
、
翌
二
十

三
日
織
田
秀
信
の
本
拠
岐
阜
城
を
総
攻
撃

し
落
城
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
知
ら
せ
を
聞

い
た
西
軍
は
大
垣
城
を
撤
収
し
て
関
ヶ
原

で
決
戦
す
る
こ
と
に
し
、
つ
い
に
九
月
十

五
日
午
前
八
時
ご
ろ
、
関
ヶ
原
の
戦
い
が

始
ま
り
ま
し
た
。
戦
い
は
同
日
夕
方
、
東

軍
の
勝
利
で
終
わ
り
ま
し
た
。

資
料
館
展
示
の
岐
阜
城
攻
防
図
は
、
二

十
三
日
の
戦
い
の
と
き
の
も
の（
八
幡
神

社
所
蔵
）で
す
。

行
政
相
談
、
人
権
相

談
は
自
宅
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
相
談
も
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 387・2793

栗本幸一　東宮町30 388・0553

齋藤好子　中川町20 387・0812

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・1496

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談

岐阜
織田秀信

下川手

米野

黒田

一宮

起

清須

犬山城へ

池
田
輝
政
ら

長
良
川 木

曽
川

西
軍

東
軍

河田島

円城寺

光明寺

茜部

図①　米野の戦い配置図
慶長5年関ヶ原合戦の前哨戦におけ
る両軍の配置。

竹ヶ鼻

笠松

福島正則ら
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可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下） 紙製容器包装（松）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

乳がん検診
（30歳～49歳）

9:15～14:00
福祉健康センター

乳がん検診
（30歳～49歳）

9:15～14:00
福祉健康センター

心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 福祉会館

育児・健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

町民大運動会
8:30～16:00

笠松中学校運動場

ポリオ予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 総合会館

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
ツベルクリン反応検査
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

パパママスクール
（分娩編）

9:20～9:30
福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

BCG予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

三保育所合同運動会
（P16参照）
身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 
福祉健康センター

乳がん検診
（30歳～49歳）

9:15～14:00
福祉健康センター

献血
9:00～10:00

丸十産業（株）
10:30～12:00

大洋電機（株）
13:00～16:00

松波総合病院
健康相談
13:30～14:30 福祉会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター

リバーサイド
カーニバル

（P17参照）

家庭の日

乳がん検診
（50歳以上）

8:45～15:00
福祉健康センター

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
ツベルクリン反応検査
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

BCG予防接種
13:30～14:30

福祉健康センター

献血
10:00～16:00

ユーストア
フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
健康相談
13:30～14:30 福祉会館
育児・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

乳がん検診
（50歳以上）

8:45～15:00
福祉健康センター

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

10月
OCTOBER

紙製容器包装（笠）

体育の日

今月の納税・納付

町県民税 第 3 期
国民健康保険税 第 7 期
介護保険料 第 7 期

納期限 10月31日（木）まで



咲季
さ き

ちゃん 香
きょう

佑
すけ

くん（上柳川町）

山森繁樹・桂子さんの子

平成13年10月23日生天秤座
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

リ
バ
ー
サ
イ
ド
カ
ー
ニ
バ
ル

2
0
0
2
は
10
月
何
日
開
催
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
10
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
12
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

8
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

8
月
15
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

後
藤
よ
し
、
小
見
山
佳
奈
、
長
谷
部
さ
と
み

広
報
ク
イ
ズ

「
い
ざ
、
出
陣
」

笠
松
中
学
校
体
育
大
会
の
騎
馬

戦
の
練
習
（
9
月
13
日
撮
影
）

表

紙まちの人口
平成14年9月1日現在

人 口 22,095人
男　　10,679人

女　　11,416人

世帯数

7,403世帯

前月比

（△ 9）

（ 3）

（△12）

（ 2）


